
戦略マップ

行動目標4 行動目標2 行動目標４ 行動目標２．4 行動目標1.3 行動目標4

財務の視点 財務の視点 財務の視点 財務の視点 財務の視点 財務の視点

時間外手当5000万円/年削減 患者単価７０000円以上 看護職定着 認知症ケア加算拘束なし10%増 救急医療管理加算１０％増 HCU開設し収益増

退職率4%以下 平均延べ入院患者数4０５人以上 病棟看護師時間外勤務削減 市外への流出が減り患者増 合併症の薬・材料費削減 （看護師定数まで充足した場合）

顧客の視点 顧客の視点 顧客の視点 顧客の視点 顧客の視点 顧客の視点

職員満足度の向上 適切な入院期間で在宅復帰 患者満足度・職員満足度向上 患者満足度の向上 救命率向上 就職希望増加

時間外勤務５時間以下/月 DPCⅡ期以内退院率65% 患者満足度80%以上 ナースコールが鳴らない 急変救命率　％、褥瘡発生率 就職応募1.5倍

職員満足度80％以上 在宅復帰率90％以上 育休明けNs・プラチナNsやりがい向上 仕事の充実感・達成感60%以上 誤薬10%減 当院の勤務を勧めたい50%以上

業務プロセスの視点 業務プロセスの視点 業務プロセスの視点 業務プロセスの視点 業務プロセスの視点 業務プロセスの視点

働き続けられる職場環境の整備 スムーズな退院支援体制強化 Emergency Supporter システム 患者のそばにいる看護体制構築 急性期看護スキル強化のしくみ 看護部の魅力を伝えるしくみ

夜勤前年休4hを実働にするしくみ 退院前・後訪問の体験 緊急入院・退院の対応標準化 標準化、5S活動 ICLS訓練 インターンシップ・病院見学

記録のDx化 院内外多職種連携のしくみ作り 応援要請フロー作成 看護であること・ないことの整理 特定行為修了者による個別指導 HP改善、インスタグラム開始

学習と成長の視点 学習と成長の視点 学習と成長の視点 学習と成長の視点 学習と成長の視点 学習と成長の視点

労働環境に関する知識・心構え 在宅復帰支援に関連する知識 期待される役割を認識 患者の思いに寄り添う看護を知る 急性期看護の知識・技術向上 話しやすい職場の雰囲気

労働時間の権利と義務の学習 在宅支援・DPCに関する学習 育休明けNs研修 認知症ケアの学習 「臨床推論」の学習 チーム内の連携

指導を受ける側とする側の研修 自宅退院困難・成功事例共有 プラチナNs研修 看護を語る会・研修 ケースCF 部署内コミュニケーション推進

⑤富士医療圏の二次救急・高度

急性期を担う病院として、専門

性の高い看護を提供する

①所定労働時間を守り全世代が

働き続けられる職場環境を整備

し、看護職員定着を図る

②DPCⅡ期以内で患者が望む場

所へ帰ることができるよう、多

職種と連携した退院支援のしく

みを構築する

⑥院内外で看護部の魅力を伝え、

就職に繋げる

④標準化を図りムダ・ムラを省

き、患者のそばにいて思いに寄

り添う看護を提供する体制を構

築する （身体拘束低減）

病院ミッション ：「地域の基幹病院として、市民の皆様により良い医療をやさしく安全に提供し、常に医療の向上に努める」

①高度・専門医療 ②二次救急医療 ③地域医療連携 ④災害医療 ⑤人材育成

看護部ミッション：使命「一人ひとりを大切にした看護を提供する」

患者さんが、急性期治療を受けながらも、その人らしい生活を送ることができ、日常の中で「大切にされているな」と

実感し、生きる力としていけるよう援助すること

看護部ビジョン ：理想像「患者さんのそばにいて患者さんの一番頼りになる看護師」「職員がやりがいを感じ愛着が持てる職場」

令和７年度看護部目標 「一人ひとりを大切にした看護の提供」

＜行動目標＞

１．自ら学び続け、知識・技術を高め、責任ある看護を実践する

２．患者一人ひとりを尊重し、退院後の生活を見据えた看護を提供する

３．安全（医療・感染・災害）対策を周知し強化する

４．お互いに支え合い働き続けられる職場環境をつくる

③育休明けNsやプラチナNsを

活用したEmergency Supporter シ

ステムを整え、病棟の業務負担

を軽減する


